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さて、法政大学市ヶ谷キャンパス訪問

から数カ月後、法政大の T氏よりご連絡

を頂く機会がありました。内容は「多摩

キャンパスの調整池で飛翔しているゲ

ンジボタルが西日本型であることが判

明したので、今後の取り組みについて助

言して欲しい」というものでした。以前、

当会小俣理事に法政大多摩キャンパス

をご案内いただいたことがありました

がだいぶ時間が経過していましたので

改めて多摩キャンパス現地を訪れるこ

とにしました。当日は T氏をはじめ学生

さん、ご担当の先生に同行して頂きまし

た。現地見学、意見交換の中で、法政大

学さんと同様の問題に直面し「東京ホタ

ル会議」との連携で西日本型から関東型

ホタルへの転換を実施した創価大の取

り組みを参考例として紹介いたしまし

た。その経緯が昨年「法政大学環境報告 

２００９－１０ グリーンユニバーシ

ティーをめざして」の７ページ目に「多

摩キャンパスホタル復活の取り組み」と

のコーナーで紹介されておりました（写

真２）。文面から、まだ模索中であるこ

とが読みとれますがホタル復活へのポ

テンシャルはかなり高いと私は判断い

たしました。多摩キャンパスとともにい

つか法政大市ヶ谷キャンパス至近の外

濠でホタルが舞うことを願いました。そ

のためには先ずは多摩キャンパスで関

東型ホタルが乱舞する日が来ることを

祈りました。そして、お手伝いできるこ

とがあれば微力ですが協力させていた

だきたいと考えました。 

ところで、歴史が長い学校の校歌を調

べると校歌が作られた当時の学校周辺

（写真１）いまだ多くの自然に囲まれている法政大学多摩キャンパス 
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の自然環境が推測できるといわれます。

「蛍集めむ門の外濠」と歌う法政大は創

立１３０年。１９３１年に現在の校歌が

できたとのことですから作詞は８０年

以上前のことになります。もしかすると

当時は外濠にゲンジやヘイケボタルが

舞っていたのかもしれません。陸生ボタ

ルが明滅していた可能性も否定できな

いのではないでしょうか？ 

因みに、３年前に１００周年を迎えた

我が母校（高校）の校歌は「湧水は 街

を巡り」で始まります。私が高校生だっ

た約 40 年前、豊かな湧水が学校（京王

八王子駅近く）の周辺を流れておりまし

た。地域の先輩方に聞くと、その昔、学

校の周辺ではホタルも舞っていたよう

です。しかし今、校歌に歌われた美しい

流れを目にすることはできません。街を

巡っていたあの豊かな湧水は、人の目に

触れることなく暗渠の中を流れている

ようです。もちろんホタルの姿はありま

せん。 

例えば１００年後、もしもこのニュー

スレターを目にする方がいたとするな

らば・・・。「あら、今ではお濠のどこ

にだってホタルがフツーに舞っている

のにネ」と反応しているのでしょうか？

それとも「昔も東京の区部にホタルを取

り戻そうとしていた人達がいたけれど

まだお濠にホタルはいないネ」となって

いるのでしょうか？私たち「日本ホタル

の会」の使命は大きいナ！と感じます。 

今、都会のアチコチにはホタルの代わ

りにたくさんの LED 電飾が明滅してい

ます。「歌う」には「訴う」の意味もあ

るそうですが、法政大校歌に触発され、

ホタルを歌った古い時代の歌が今を生

きる私達に何かを訴えているように感

じ拙文を綴ってみました。 

 

（いのうえ つとむ）

(写真２) 「多摩キャンパスホタル復活の取り組み」 

創価大学職員・螢桜保存会の顧問を長年

務める。 
東京ホタル会議・日本ホタルの会理事 



創 価 大 学

螢 桜 保 存 会 の 挑 戦

城 尾 弘 美
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移行してから数年間、関東型のゲンジ

ボタルの成虫を見ることはできません

でした。新しい環境に慣れないせいだと

思っていましたが、お世話になっている

東京ホタル会議の方々に教えて頂く中

で、1年で大半が成虫になる西日本型ゲ
ンジボタルと異なり、関東型のゲンジボ

タルは２～３年掛るものもいることが

わかりました。それから関東型ゲンジボ

タルに対応するため、飼育方法を工夫し

ていきました。試行錯誤した結果、2年
前初めて 2 匹の関東型ゲンジボタルの
羽化に成功することができました。そし

て、去年には約 10匹の関東型ゲンジボ
タルの飛翔が確認でき、風格さえ感じら

れるそのゆっくりとした大きな光に感

動し、泣いて仲間と喜んだことを覚えて

います。関東型に移行してほぼ９年。勝

負はここからです。地道な作業の繰り返

しかもしれませんが、たくさんの蛍が創

価大学で美しく光り舞う姿を思い描い

たら、また、自分たちの活動が次に続く

後輩たちの礎になると考えたら努力や

悩みも、喜びの一つと思えてきます。 

自分たちが育てた蛍の光を見て喜ん

で下さる方々がいることが、何よりも私

たちの支えになっています。蛍の季節に

は学内で観賞会を開き、毎年地域の方々

が見に来て下さいます。特に小さな子ど

もの中には蛍を見たことがないという

子が多く、初めて見る、美しく舞う蛍の

光に驚き喜んでくれます。蛍の季節以外

は、幼虫の飼育、水路の整備、カワニナ

の世話など、地道な活動をしています。

（写真３）地道な飼育活動 

（写真２）人工的な上陸装置に上陸する幼虫 
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しかし、それだけでなく八王子環境フェ

スティバルや NHK が主催する環境イ
ベント、学内で行う環境シンポジウムや

大学祭などで、蛍を通して環境保護の啓

蒙活動をしています。私たちの活動の使

命は蛍を飛ばすことだけではありませ

ん。蛍はたった 2週間という短い時間の
中で生命を燃やすように光っています。

その蛍の一生懸命生きる姿に学ぶこと

はたくさんあります。そうした蛍の光を

通して、多くの人に自然の美しさ、生命

の尊さを伝え、自ら「自然を守りたい」

「自分から行動していこう」という環境

意識の「変革」を促すことが私たちの大

目的であると思っています。また、蛍の

光は平和の象徴とも言われています。私

たちの大学の創立者は、「蛍が飛ぶとこ

ろは、自然が豊かであるだけではなく、

そこに住む人々の心が豊かな場所であ

る。」と言われています。そのことから、

蛍が飛ぶところに平和が生まれると信

じ、自分たちの活動に誇りを持って行動

しています。 

螢桜保存会を卒業した先輩方は全国

にいます。ある先輩は「身近な地元の環

境から守りたい」と市の環境部の職員に、

またある先輩は「子どもたちに自然の大

切さを教えたい」と教師に…。先輩方は

蛍から学んだことを活かし、それぞれの

場所で活躍されています。  

長年、螢桜保存会を支えて下さった顧

問も引退され、昨年から新しい顧問と共

に活動しています。私たちがここまで発

展できたのも、ずっと部を支えて下さっ

た大学の創立者と前顧問、また「東京ホ

タル会議」「日本ホタルの会」の方々、

そして各イベントでお世話になってい

る方々のおかげです。心から感謝申し上

げます。これからもこの感謝の思いを忘

れず、螢桜保存会は蛍の生き方に学び、

たくさんの人に蛍の生命の光を届けら

れるよう、これからも頑張って参ります。

皆様、ご指導の程、宜しくお願い致しま

す。 

 

（じょうお ひろみ） 

 

「螢桜保存会」では、毎年 6 月中旬頃
に鑑賞会「ほたるの夕べ」を開催し、毎

回多くの方に来場いただいています。ほ

たるの観察だけでなく、展示をはじめ、

大学クラブの演奏や演技もお楽しみい

ただくことができます。 
開催情報などは、ホームページにてご確

認ください。 
http://keiofirefly.huuryuu.com/ 

（写真４）ほたるの幼虫に興味津々な子供達 

http://keiofirefly.huuryuu.com/
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協議、決定します。 
        2009年5月10日  7月20日  8月22日  11月14日   
        2010年2月28日             計５回開催 
 
3． 活動報告 
 主な活動として、ニュースレターの発行、ホームページによる情報発信、各種イベント開催を行っています。2009年
度から講師派遣を開始しました。 
 
（１）ニュースレターの発行   
ホタルのニュースレター第48号、第49号を発行しました。 

（２）ホームページによる情報発信 
 ホームページでは、当会の活動方針をはじめ、イベント案内など日本ホタルの会の情報を発信しています。 
 ホームページアクセス状況の推移は、次に示すとおりで、年々アクセスが増加してきましたが、2009年は、アクセス
件数の伸びが鈍化しています。しかし、アクセスは着実に増えており、引き続き重要な情報発信の場として今後も積極的
に活用してまいります。 
   ホームページアクセス数の推移 

 2004年度末アクセス件数 累計35,500件 
 2005年度末アクセス件数 累計82,500件 
 2006年度末アクセス件数 累計118,000件  
 2007年度末アクセス件数 累計204,268件 
 2008年度末アクセス件数 累計294,100件 
 2009年度末アクセス件数 累計310,600件 

（３）イベント活動 
 観察会      2009年６月28日 八王子市創価大学キャンパス 

共催：創価大学螢桜保存会 
 シンポジウム   2009年９月５日  第17回日本ホタルの会シンポジウム 
                  「ホタルを呼び戻すための事例報告」 
                   場所：新宿オークタワー 
 談話会      2010年3月13日 ホタルの発光実験『ホタルの光を作ってみよう』 

         共催：多摩動物公園 
（４）講師派遣 
日本ホタルの新しい試みとして、ホタルや環境に関する講演や地域活動のお手伝いなどを目的とする講師派遣事業を開
始しました。募集は、ホームページ上で随時受け付けており、これまでに茨城県、福島県、兵庫県などから問い合わせや
依頼があり、依頼者のお話を聞きつつ、調査協力等を行っています。 
 
４．2009年度活動について 
 日本ホタルの会のホタルを里山の象徴と考え、ホタルの棲む豊かな環境を取り戻すという理念を発信するため、2009






